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1.は じめに

ゆ と り教育 置代が 多様 な入試 を経 て入学 して くる大学 全入時代の 中で 、彼 らへ の英語教

育 をどう工夫す るかが 、全国の多 くの大 学の大 きな課題 となってい る。 レメデ ィアル教育

やe-learning関 連 の研究会 ・学 会の活動が盛 んにな ってい る昨今 、近畿大学語学教育部英

語科 では、平 成22年 度4月 に向け、「近大Can-Do枠 組み(KindaiCarトDoFramework)」1)

を基 盤 と し、e-learningも 含 め た新 プ ログ ラム の導 入 を検 討 して い る。 この枠 組 み は、

2001年 に ヨ ー ロ ッパ で 設 定 さ れ たCommonEuropeanFrameworkofReferencefor

Languages:LearningTeachingAssessrnent(ヨ ー ロ ッパ 言語 共通 参 照枠 組 み:CEFR)

を参考 に して作 成 した。CEFRは6段 階の レベル に分類 されてい るが、近大Can-Do枠 組

みで は、近畿大 学 の実情 に合 わせ て 、 リスニ ング ・スピーキ ング ・リーデ ィング ・ラ イ

テ ィングの4つ の スキルに文 法及び語彙 を加 えた、5つ の分野 をそれぞ れ5段 階の レベル

に分類 している、。この枠組み を利用 して、各スキルの習熟 度 に応 じた指導 を目指 してい る。

一方 、九州産業大 学 は、いち早 くTOEIC協 会 と共 同 して 「Car}Doリ サ ーチ」2)を実施

し、 そ の結 果 に基 づ い た 全学 共 通 英 語 教 育 プ ロ グ ラム を構 築 して い る。 またTOEIC

Bridgeを プ レイスメ ン トテス トとアチ ーブメ ン トテス トに使用 し、教育効果が顕著 に表れ

てい る。 その試みが評 価 され、平 成19年 度 の文部科学 省の 「特 色あ る大学教 育支援 プ ロ

グラム(特 色GP)」 に採 択 され た。 以来 この プ ログラム は全国 的に非常 に注 目されてい

る。

そ こで 、平 成20年 度近畿大学 学内研究助 成金3)の 支援 を受 け、語学 教育部 の新 田香織、

ThomasKoch、 下絵 津子の3名 が平成21年1月23日(金 曜 日)、 九州産業大学語学 教育

研 究セ ンターを訪 問 し、九州産業 大学の英語教 育 プログラム及び施設 を視 察 した。教務部

事務部長そ して語学教育研 究セ ンター事務室長 を兼任 され ている柴 田善夫氏 、語学教育研

究セ ンター常勤講 師の大 薗修一氏、そ してセ ンター事務室係長 の横 田治氏 か ら、 プログラ

ムの背 景 や実施状 況 の詳細 に関 す る説 明 を受 け、 さ らにLL教 室やCALL教 室 の 見学 も

行 った。
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この報告で は、 まず 、九州 産業大学 の英語 プログラムを紹 介 し、近畿大学語学教育部 の

英語 プログラム と比較 し、今後の課題 を提 示す る。4)

2.九 州産業大学特色GPプ ログラム

2.1背 景 ・実施過程

九州産業大学では、学生の基礎学力低下という状況の中で、建学の理念の一つである

「実践的な学風の確立」を実現するために、平成10年 に全学英語教育統合化の要望が出て、

英語教育検討委員会が設置された。

平成11年 には改革三点セ ット:① 会話重視(ネ イティブ教員)、 ②少人数能力別クラス、

③統一テス トが特定の学部で開始 され、ネイティブ常勤講師の採用が始 まった。平成14

年に、この改革三点セッ トが全学に拡大 し、平成15年 に語学教育研究センターが設置 さ

れた。同時に各学部からの委員からなる運営委員会 も設置 され、平成16年 には英語教育

ワーキンググループが発足 した。平成17年 に全学共通英語教育プログラムが成立 し、全

学体制が完全に確立し、現在に至 っている。

2.2取 組の特性

2.2.1数 値 目標の設定

プ ログラム開発 の際 、重要視 されたのが数値 目標 の設定 であ った。外 国語専 門の学部が

な く、学生 の基礎 学力低 下や英 語嫌 い も目立つ 中で、TOEICで は学生 の差 別化が 困難 で

あ ると し、TOEICBridgeを 平成16年 か ら全学 の1・2年 生 に本格導入 した。平成17年

4月 に新1年 生2,671人 を対 象 に 「Car}Doリ サ ーチ」 を実施 し、同 じ学生 を対象 に英語 プ

ログラム受講後 の平 成18年1月 に再 び リサ ーチ を行 い、TOEICBridgeの ス コア と学 生

の英語 運用 能力の相 関関係 を調査 した。 まずTOEICとTOEICBridgeの 相 関関係 か ら、

TOEICBridge140点 を 目標 値 と して設 定 し、2年 間 での レベ ル ア ップを 目指 してい る。

「CarトDoリ サ ーチ」の結果か らはTOEICBridgeの ス コア別 「で きること」一覧表 を作成

し、教員 ・学生 と もにレベ ルを把握 しやす くしてい る。

学生 には 「全学共通英語 教育学生 ガイ ドブ ック」 を配布 しプログラム内容 を説明、教員

に対 して は 「Teachers'Guide」 に よ り、 日本人教 員 とネ イテ ィブ教員それぞれの指導 ガイ

ドラインを定め、指導内容 を明確 に し、数値 目標の認識 に関 して も徹底 を図っている。

22.2学 部横断型習熟度別クラス編成
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このプロ グラムでは、各学部内で習熟度 別 クラスを編成す るので はな く、学部 を横 断 し

た編成 を行 ってい る。そ うす るこ とで 、 よ り均 一化 され た レベ ルに編 成す るこ とが可能 に

なる。 そ して、TOEICBridgeの ス コアに よ り、最上級 ・上級 ・中級 ・初級 の4つ の レベ

ルに分 け、 レベ ル別 に指導内容 を決定 してい る。

例 えば、平成19年 度の文系4学 部1,866人 は63ク ラス に細分化 され、最上級2ク ラス、

上級10ク ラ ス、 中級22ク ラス、初級29ク ラス と分 け られ た。 同一 クラスの学生 は ほ と

ん どが 同点 もしくは2点 差程度 とい う、 ほぼ学力 が均 一 となるクラス編 成が可能 になって

い る。
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22.3初 級 クラスの指導

この プログラムでは、各 レベルに対応 した指導 を目指 してい るが 、全体 の約4割 を占め

る初級 クラス に対す る指導 において は、「大学 生 として必要最低 限の基礎 的英語 能力 を養

う」 こ とを目標 として、「幅広 い底 上 げ」 を 目指 してい る。 ここで は、次の よ うな 「三段

階指導 ステ ップ」 と名づけ られた システム を構 築 している。

① 独 自文 法教科書 に よる文法力 ・語彙力の徹底

②e4earning課 題学習 による練習 ・演習

③ ミニテス トに よる学 生の学 習確 認(成 績の一部)

① の教科書 は、学生の レベ ルに合わせて アル クと共同で開発 した ものであ る。その内容

は、② のe-learningで 利用 しているアルク ネッ ト文法教材 の内容 と連動 してい る。そ して、

③ の ミニテス トは、各教 員が作成 するの はな く、e4earning教 材 か ら出題 される全 クラス

共通の もので、繰 り返 し学習で知識 を定着で きるよ うに工夫 されている。

2.2.4中 級 ・上級 ・最上級 クラスの指 導

2年 次終了 まで にTOEICBridge140点 以上 とい う数値 目標 を達 成す るために、中級 ・

上級 ・最上級 の クラスで もe4earning課 題学 習 を行 い、 ミニテ ス ト(成 績 の一部)の 実施

によ り、学生の学習確認 を行 ってい る。 これ らの レベルで は、数冊 の推 薦テ キス トか ら教

員が選択 し、期末テス トも教員それぞれが作成 している。

ミニ テス トは初級 ク ラス と同様、あ らか じめ準 備 され た統一 の もの を実施 してお り、ク

ラス 問の統 一 を図ってい る。 日本 人教員 もネ イテ ィブ教 員 もそれぞれが週1回10分 程度

のテス トを行 ってい るので、学生 は週2回 の授業 で毎 回 ミニテス トを受 けることになる。

2年 次終 了時 まで に、TOEICBridge140点 以上 に到達 した学生 は、海外 での英語研修
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語
学
教
育
部
ジ
ャ
…
ナ
ル

及び専 門 に関連 した企業 インター ンシ ップに参加 で きる。費用の3分 の2を 大学 が奨学 金

と して支援 してい るが、2008年 度は15名 が参加 した。

23プ ログラムの効果

さまざまな点で本 プログラムの効果が 見 られる。 まず 、学生へ の効 果 と して、e-learning

と成績 の一一部 に入る ミニテ ス トの導入 によ り、「e-learningシ ョック」 と名づ け られ ている

現 象が起 こった。LLラ イブラ リーの利用者 延べ数 の急増 で ある。平 成14年 に5,332人 で

あった利 用者延べ数が 、平 成18年 には12倍 以上増 え、64,321人 とな った。学習時 間の確

保 ・学習 習慣 の定着 ・英語学習へ の動機 づけ とい う面 で効果 が著 しい。週2回 の授業 で2

年 間の継続 学習 によ り、2年 次終 了時の アチ ーブメ ン トテス トの平均点 は1年 次 のプ レイ

ス メン トテ ス トの点数 を上 回 り、いわゆ る2年 生で英語力 が落 ちるとい う逆転現象 はな く

なった。 つ ま り 「目に見える効 果」が示 されてい る。

教 員へ の効果 と して は、学生 レベ ルの明確 な提 示 に よ り、教育 目標 ・授 業内容 ・方法 ・

教材 の決定 を適切 かつ迅速 に行 えるようになった ことが挙 げ られている。

また、教員 に対す るア ンケー トも実施 しているが 、その結果 を見て も、 クラスの レベ ル

や教材 に関 して70%以 上が肯 定的 な評価 を して いる。学生 に よる授 業評価 ア ンケー トも

行 ってい るが 、専 門科 目な どの教 員に比べ て、 さらに全学平均 に比べ て も、英語教員の評

価平均値 が高 くなってい る(平 成17～18年 度調査)。

2.4今 後の課題

平成20年 度か ら段階 的に実施 している初級 クラスの少 人数化(20人 クラス)を さらに

全 クラスに拡充す る こと、初 級用独 自文法 テキス トを市販化 に向けて、 さらに充実 させ る

ことと してい る。

問題点 としては、英 語の履修単位数 は学部 に よって異 な り、国際文化 学部以外の多 くの

学生 は3年 次以 降英語 を履修 していない。今後は3・4年 次 の英語教 育 を専 門科 目と連動

させ て どの ように充実 させ てい くかが大 きな課題 で ある との こ とであ った。 学部 に よっ

て は専 門科 目で 開講 され てい る英語 関 連科 目が あ るので(付 録 参照)、 これ らの科 目が

EnglishforSpeci且cPurposes(ESP)と しての指導内容及 び指導方法 になっているかの検

証が必要 であ り、 これ には専 門科 目の教 員の協 力が不可欠 である。 しか し、現在の ところ

はまだ協力体 制はで きてい ない とい うことであ った。外 国語科 目としての単位数増加が不

可能 な場合 は、英語 関連専 門科 目との連動 が4年 一貫 した英語教育へ の取組 の実現 を可能
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にす るであろ う。 アカデ ミックスキルズに関 しての言及 はなかったので、今後 プログラム

に どう取 り入 れ られてい くのか、興味深 い。

また、今 回の視察 は多読(ExtensiveReading)と も関連す る研 究課題 を目的 としてい

たため、多読活動 に関す る質問 もさせ ていた だい た ところ、多読用の教材 は十分 な部数 を

揃 えてい るが、 プログラムに どう取 り入れ るか はこれか らの課題 となってい る との こ とで

あった。
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3.近 畿大学語学教育部英語プログラムとの比較

3.1プ ログラム概要の比較

近畿大学語学教育部が実施する平成20年 度現在のプログラムは、平成18年 度に開始 し

た新カリキュラムに基づいている。表1は 、このプログラムと九州産業大学のプログラム

の比較 を示 している。

表1.九 州産業大学と近畿大学の英語プログラムの比較

比較項 目 九州産業大学プログラム 近畿大学語学教育部プログラム

プログラム開始時期 平成10年:改 革元年

平成17年:全 学共通英語 プ

ログラム成立 ・展開

平成18年:新 カ リキュラム開始

プログラム参加学部 全7学 部 近畿地区6学 部

(医学部 ・法学部 ・経済学部は別

プログラム)

プログラム参加学生数 約3,000名 約5,000名

プログラム担当組織 語学教育研究セ ンター 語学教育部

事務部体制 教務部一元化(同 じオフィス内) 学部別教務部(別 の建物)

クラス編成 学部横断習熟度別クラス

(理系 ・文系 ・芸術学部の3

系列で各系列 は同日同時間

帯の開講)

学科別習熟度別 クラス

(原則 として学科 ごとに開講。学

科によっては分割 または複数学科

合併)

同日同時間帯の語学科

目開講クラス数

40ク ラスまで可能(英 語の

みの時間帯の確保)

約20ク ラス

1ク ラスの人数 30人 程度(20人 にす る予定) 30人 程度
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1週 問の英語科 目授業

時問数

1年 次 ・2年 次:

日本人教員 「英語」週1回

外 国 人教 員 「英 語会 話」 週

1回

1年 次:

日本人教員 「英語演習」週2回

外国 人教員 「オーラルイングリッ

シュ」週1回

2年 次:

日本人教員 「英語演習」週1回

外 国人教員 「オーラルイングリッ

シュ」週1回

英語履修単位数 4～10(国 際文化学 部 は10

単位 以上)

8～12

目標 2年 次終了時:

TOEICBridge140点

2年 または3年 次終 了時:

TOEIC500点 な ど科 目毎 に設定

プレイスメン トテス ト TOEICBridge

(大学負担 で全学一斉実施)

語学教育部教員作成のマークシー

ト式テス ト(学 部別実施)

テキス ト 1・2年 次:初 級 レベ ルのみ

大学独 自の文法テキス ト

中級 ・上 級 は数冊 の推 薦 テ

キス トか ら選択

1年 次:語 学教 育部教員作成 のテ

キ ス ト(2レ ベル)

2年 次:3レ ベル各5冊 の推 薦 テ

キス トか ら選択

ア チ ー ブ メ ン トテ ス ト TOEICBridge:1・2年 次

の年 度 末(年1回 、大 学負

担 で全学 一斉実施)

語学教育部教員作成のマ ークシー

ト式テス ト:前 後期末

(年2回 、学科別実施)

e-learningの 活 用 ア ル ク ネ ッ トア カ デ ミー ア ル ク ネ ッ トア カ デ ミ ー

九州産業 大学 のプ ログラムで注 目すべ き点 は、全学 共通 プロ グラムであ るこ と、文系 、

理系 、芸術 学部 の3系 列 で学 部横 断時 間割が実 現 してい る こ とであ る。 九州産業 大学 で

は、1・2年 次の徹底 した全学共 通 プログ ラムの実践 に よ り、全 学部 に共 通す るEnglish

forGeneralPurposes(EGP)教 育が可能 となっている。

プロ グラムの具体 的 な内容 では、①徹 底 した習熟 度別 ク ラス編 成、②客 観 的評 価 の利

用、③e-learningの 活用が特徴 的 と言 えよ う。 次に、 これ らの項 目におい て、近畿大学語

学教 育部英語 プログラム と比較 す る。

3.2プ ログラム内容の比較

3.2.1習 熟度別クラス編成

近畿大学語学教育部英語プログラムでは、基幹科 目において、前期は語学教育部作成の
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プレイス メン トテ ス トを、後期 は語学 教育部作成 の前期 統一期末 テス トを利用 して、各学

部内で クラス編成 を行 っている。

九州 産業大学 で は、全学共 通 プロ グラム実践 の 中で、学部 横 断の時 間割 を組 む こ とに

よって、 レベル に応 じた きめ細 かい指導 をよ り効率 的に実現 しよ うとしている。 この時問

割編成 を可能 に、 また容易 に しているのは、教務部 が一元化 され てお り、同 じオ フィスで

仕事 を している とい う体制 であろ う。

学生 数や組織 の違い を考 える と、九州産業大学 の方法が近畿大学 に適す る とは必ず しも

言 えないが、習熟度別 クラスの レベルの均一化 は近畿大 学英語 プログラムでの今後の課題

であろ う。

実際、近畿大学 も学科 別 とい う現状 であ って も、基幹科 目(英 語演習 ・オー ラル イ ング

リッシュ)に ついて は、九州産業大学 と同様 に、点 数に よる細かい クラス分 け を行 ってい

る。使用 す るテキ ス トは2種 類 ではあ るが、 レベ ルに応 じた進度や指導 内容 の工夫が され

てい る。 ところが最 も学生 のば らつ きが多い のが 、一番上の クラス とい う状 況 となってお

り、平 成20年 度の新田の クラスで は、12月 に実施 したTOEICIPテ ス トで、25人 中一番

上位が850点 、下位が300点 台 とい う結果で あった。 この現状 では習熟 度別 クラス として

効果的 な指導 がほ とん ど不可能 な状 態であ るため、均一 的な クラスの創 設が必要であ る。

そ こで、21年 度 か らは、経 営学 部で学 科 を横 断 した スーパー クラスを開講す る こ とと

なった。 プ レイスメ ン トテ ス トの上位20名 の少 人数 クラスで、普通 の英語演習 クラス と

異 なるテキ ス トで、発信能力 によ り焦点 を当てた指導 を行 う予定であ る。22年 度 以降、他

学部で の実施 も検討 してい る。九州産業大学 ほ どの きめ細 かな クラス分 けは無理 だ として

も、で きるだけの均一化 は図 ってい きたい。
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3.2.2客 観的評価の利用

九州 産業大 学 では、TOEICBridgeの 全 学的 な複 数 回導入 によ り学 生の 受信型 スキル

の客観 的評価 が 可 能 に なっ てい る、,近畿大 学 語 学教 育 部英 語 プ ログ ラム で は、 後期 に

TOEIC受 験 の選抜試験 を行 い、選抜者 はTOEICIPを 無料 で受験 で きるとい う体制 をとっ

て きたが、外部 テス トを利 用 した客観 的評価 と授業 との連動 は徹底 されていない。

近畿大学語学教育 プロ グラムで統 一的 に行 ってい る英語力評価 と して は、基幹科 目(英

語演習)と 一部 の発展科 目(TOEIC関 連科 目)で 実 施 してい る、語学教 育部作 成のマ ー

ク式統一 テス トが挙 げ られ る。た だ し、膨大 なデー タを もとに作 成 された信頼性の高 い市

販 テス トと、い くら⊥夫 した テ ス トとい って も教 員作 成の マー ク式 テス トとでは、妥 当
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性 ・信頼性 の面で は太刀打 ちで きない。TOEIC(リ スニ ング ・リーデ ィ ング)やTOEIC

Bridgeで は、発信型能力 であるス ピーキ ング能力 ・ライテ ィング能力の育成や測定につい

て は限界が あ り、 また、大学 生 にとって適切 な評価 ツールであ るか どうかは議論 の余地が

あ ろう。 しか し、具体的 な 目標 を設定 して複数 回TOEICBridgeを 受験 す ることで受信型

能力の客観 的測定 を行 い、成績の着実 な向上 を実現 してい る九州産業大学 での試みは、近

畿大学英語 プログラムで も大い に参考 に したい ところである。

一方、九州産業大学 のプ ログラムで もそ うだが、教 員独 自の期末 テス トとマー ク式の ア

チー ブメ ン トテス トの両方 を実施す るこ との意義 も考慮 したい。近畿大 学では、マー ク式

統一 テス トが行 われてい る上記の科 目で も、教 員独 自の評価 も全体 の評価 の中で重 要な位

置 を占め ている。教 員独 自の評価部分 については、担 当教員作成 の記述 式期 末テス ト、担

当教員作成 の小 テス ト、あ るい は、 テキス トに含 まれてい るマ ーク式 テス トを利 用 してい

るクラスな ど、 さまざまであ る。マ ーク式 テス トは受信的 な知識 の一 部 を測 定す るテス ト

であ るの で、 いかに優 れた信頼性 ・妥 当性 の高 いテス トであ って も、学生 の多様 な能力 を

すべて測定す る ことは不 可能であ る。 よって、マー ク式テ ス ト以外 の手 法に よる評価 も実

施 してい くこ とが必要であ ろう。

なお、九州産業大学 の全学共通英語教育 プ ログラムの大 きな特性 である 「数値 目標 の設

定」 は、時代 の要請 であろ う。学生へ の動機づ け とい う点か らも、明確 な数値 目標 と明確

な 「で きるこ と」 リス トの提 示 は不可 欠である。「何 がで きるか」 「何 点に到達 したか」の

自覚 と達成感が、学生の学習の継続化 に結 びつ くであろ う。

ここで は何 か しらの 「報酬 」 を与 えるこ とも効 果的であ る。九州産業大学 の 「目標 点数

達成者対象 の海外集 中英語研 修 と企業 イ ンター ンシップ」 は非常 に魅力 的であ る。奨学金

授 与 とい うメ リッ トのみな らず、海外で の経験 、特 にイ ンター ンシ ップは学生 に とって貴

重 な体験 になると思われ る。

3.23e-learningの 活用

九州産業大学 ではアル クと共同で アルクネ ッ トと連動 した初級者向 けの教科書 を開発 し

た り、 アルクネ ッ トの内容 を活用 した ミニテス トを作成 ・実施 した りす るな ど、教室外 で

のe-learningを 教室 内活動 に結 びつけ る工夫 を凝 ら してい る。

近畿大 学 において もアル クネ ッ トが 本格 的 に稼 働 してい る。22年 度 開始予定 の新 カ リ

キュ ラムの プログラムでは、 この ような授 業外での活動 を最終 評価 に組み込 んだ形 で取 り

入 れる ことを提案 したい。学習 時間の確 保 と学習習慣 の定着 はゆ と り世代 に とっては不可
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欠であ ると思われ る。

また、九州産業大学 で行 ってい るように、授業外 活動 を授業内活動 に結 びつける ミニテ

ス トの導 入 も検討 したい ところだ。授 業外 で行 うe-1earningが 授 業内活動 に反映 され るこ

とで 、授業 内外活動 双方 に対す る動機づ け を高め るの に役立つ であろ う。 また、授 業開始

時 に10分 間の ミニテス トを実施す れば、遅刻 防止 に もなろ う。

轟∂
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8
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α

4.お わ りに

と もす れば、 で きるだけ学習 時 間 を少 な く済 まそ うとす る学生が ます ます増加 す るな

か、いか に学習 時間 を確保 し、知識 を定着 させ 、「使 える英 語」 を身 につ ける支援 がで き

るかが大 きな課 題で ある。 今同の視 察 にお いて 「e-learningシ ョック」や2年 次終了時 で

の成績 ア ップ とい う実績 は、非常 に有益 な ヒン トとな った。 この視 察 内容 を今 後の カ リ

キュ ラム検討の 中で生 か し、注 目され る近畿大学英語 プ ログラムを提供 で きる よう努 力 し

たい。

1)

2)

　3

　4

注

「近 大Can-Do枠 組 み(KindaiCan-DoFramework)」 につ い て は 、新 田(2008)を 参 照 。

リー デ ィン グ ・リス ニ ング ・ス ピー キ ン グ ・ラ イテ ィ ン グ ・文 法 に関 わ る 質 問80項 目か ら

な る ア ンケ ー ト調 査 を学 生 に対 して 実 施 し、教 員 か らは 、担 当 ク ラ ス の 学 生 の 能 力 を観 察

した うえ で 収 集 し た評 価 サ ン プ ル 合 計773人 分 を も と に、TOEICBridgeの ス コ ア が 示 す

「で きる こ と」 一 覧 表 を作 成 した 。

学 内 研 究 助 成 金 は 、 研 究 課 題 「CarトDoリ ス トに基 づ い た語 学 教 育 部 新 カ リ キ ュ ラ ム ー多 読

を活 用 した プ ロ グ ラム の 構 築 一」 に対 す る もの で 、研 究 代 表 者 は 語 学 教 育 部 大 村 吉 弘 、共

同研 究 者 はAlisonKitzman、ThomasKoch、 新 田香 織 、 下絵 津 子 、GeorgeTruscottの 計

6名 で あ る。

以 下 、 九 州 産 業 大 学 の 英 語 プ ロ グ ラ ム に 関 して は 、視 察 の 際 の 説 明 及 び 資 料(佐 護 ・吉 田、

2008;九 州 産業 大 学 入学 案 内 、 他)と 大 学 ホ ー ムペ ー ジ を も とに ま とめ て い る。
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付録:九 州産業大学各学科における英語 ・英語関連専門科 目

学
部

学科 学生数/

留学生数

ネイティブ

専任教員/

英語科 目 英語関連専門科 目

海外研修

国際文化 男:198/23 あ り/あ り 英語1～ ～m 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

学科 女:182/25 英語会話1～ ～皿 ン 論 ・ メ デ ィ ア 英 語 ・

総合英語 CALL演 習 ・英 語 学 ・

イ ン グ リ ッ シ ュ 英語教育基礎 ・異文化
コ ミ ュ ニ ケ ー 問 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

シ ョ ン 観光英語 ・児童英語教

育 ・資格検 定 英 語 ・英

語文献講読 ・英語海外

留 学 ・英 語 ワ ー ク シ ョ ッ

国 プ
際
文 日本文化 男:196/24 あ り/あ り 英語1～ 皿 /
化 学科 女:187/19 英語会話1～ 皿
学
部 総合英語

イ ン グ リ ッ シ ュ

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン

臨床心理 男:126/2 なし/あ り 英語1～ 皿 図
学科 女:163/7 英語会話1～V皿

総合英語

イ ン グ リ ッ シ ュ

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン

経 経済学科 男:1,912/15 なし/な し 英語1～ 皿
済
学 女:163/9 英語会話1～ 皿

部

商学科 男:1,505/29 なし/な し 英語1～ 皿 英検中級
女:209/11 英語会話1～V皿 英検上級

商 観光産業 男:367/7 なし/あ り 英語1～ 皿 TOEIC
学
部

学科 女:285/17 国外観光研

修 ・観光 イ

英語会話1～ 皿 観光外書講読

観光英語
ン タ ー ン

シップ



国際経営 男:744/38 あり/な し 英語1～ 皿 実用英語
経
営 学科 女:149/27 英語会話1～ 皿 欧米ビジネス演習

学
部 産業経営

学科

男:829/27

女:109/15

なし/な し 英語1～ 皿

英語会話1～ 皿

実用英語

情
報

情報科学科 男:511/3

女:38/0

あり/な し 英語1～ 皿

英語 会話1～V皿

科 英語表現法
学
部

/

バ イオ ロボ 男:154/0 な し/な し 英語1～ 皿 機械技術英語

テ ィ ク ス 女:4/0 英語会話1～ 皿

学科 i 英語表現法

機械工学科 男:399/4な し/な し 英語1～ 皿 機械技術英語

女:1/0 英語会話1～V皿

英語表現法

電気情報工 男:364/4 な し/な し 英語1～ 皿 技術英語

工
学

学科 女:4/0 英語会話1～V皿

英語表現法

部
物質生命 男:243/0 なし/な し 英語1～V皿 化学英語

化学科 女:51/0 英語会話1～V皿

都市基盤 男:245/2 なし/な し 英語1～ 皿 技術英語

デザ イン 女:10/1 英語会話1～V皿

工学科 英語表現法

建築学科 男 二400/2 なし/な し 英語1～ 皿 技術英語

女:70/0 英語 会話1～ ～皿

英語表現法

美術学科 男:109/1 なし/な し 英語1～V皿

女:188/2 英語会話1～V皿

芸
術 デザ イン 男 二328/2 なし/な し 英語1～ 皿

学
部

学科 女:431/2 英語会話1～V皿
//

写真映像 男:191/2 なし/な し 英語1～V皿 /

1
学科 女:127/5 英語 会話1～ 皿

沁
0
0
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ρ
㎝

(九州産業大学ホームページ及び2009年 度入学案内を参照 して作成:デ ータは平成20年5月)
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